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設定

00ユニット

「機械の体に人間の魂を宿らせた」、オルタネイティヴ第四計画の核とな
る存在。「生物根拠0生体反応0」から「00ユニット」と呼称される。オル
タネイティヴ第三計画の成果を踏まえて開発されたためリーディングと
プロジェクションというESP能力をもつ。量子電導脳という世界最高のコ
ンピューターをもち、人間には真似できない優れた処理能力がある。その
気になれば世界中のコンピューターにハッキングし支配下に置くことが
可能。その能力の高さ故、一部では00ユニット脅威論も持ち上がった。 
鑑純夏の人格を移植された。体の外見も中身も技術的に可能な限り同人物
に似せられている。後に並列世界の鑑純夏の記憶をも保有するようになっ
た。非炭素擬似生命体。 

ESP能力者

ESPとは超感覚能力の事をさす。念話、透視などがこれにあたる。 
これに対し、念動力や発火能力などの物理干渉を起こすものをPKと呼び、
超能力と言えばESPとPKの二種類に大別される。因みに社霞は、そのESP
能力者（人工ESP発現体）の中でも第6世代と呼ばれる完成度の高い個体
群に属している。 

G元素

BETA由来の人類未発見元素。カナダに落ちたBETAユニットを独占調査し
ているロスアラモス研究所のウィリアム・グレイ博士が発見したため、そ
の名を取ってG元素と呼ばれている。 

グレイ・シックス

6番目に発見されたG元素。負の質量を持つ、エキゾチック物質。 

グレイ・ナイン

9番目に発見されたG元素。309K、すなわち室温以上で超伝導が可能という
特徴を持つ。量子電導脳を構成する物質。 

グレイ・イレブン

11番目に発見されたG元素。重力制御を行うムアコック・レヒテ機関に必
須の物質。G弾の材料でもある。 

ODL

あらゆる観測から量子電導脳を保護するために00ユニットの頭蓋に満た
されている液体。量子電導脳の冷却剤としての役割も果たす。 
稼働率や時間経過に伴い劣化していくため、72時間以内に交換もしくは浄
化する必要がある。00ユニット体内の浄化装置は緊急時の時間稼ぎレベル
でしかなく、完全な浄化には専用の設備が必要。 



専用の設備とはBETA反応炉のようだ。 
反応炉というBETA由来の設備を、機能の全容を解明しないまま稼働状態
で利用することについては、香月夕呼博士にしては珍しくリスク判断が甘
いようにも思えるが、量子電導脳がBETA由来の物質でできている以上、や
むを得ない部分もあったのかもしれない。 

【夕呼】存在するべき器官がなくなると、脳の生理バランスが
崩れ、精神崩壊を起こし、最終的には『人間だった部分』は死
んでしまうのよ 
【夕呼】それを維持する機能だけは、いまだにBETAの技術に
頼らざるを得ないんだけどね 

PTSD（Post-traumatic stress disorder）

日本語訳は心的外傷後ストレス障害。 
心に加えられた衝撃的な傷が元となり、後に様々なストレス障害を引き起
こす疾患のことである。 
心の傷は、心的外傷（トラウマ）と呼ばれる。トラウマには事故・災害時
の急性トラウマと、 
虐待など繰り返し加害される慢性の心理的外傷がある。洪水、火事のよう
な自然災害、 
戦争、監禁、虐待、強姦といった人災によって生じる。武の場合は急性トラ
ウマに該当する。 

因果導体

接続された並列世界間の因果の相互的やり取りを媒介する存在のこと。並
列世界間の因果の通り道なのでこう呼ばれる。因果の運び屋とも言える。
オルタ本編では主人公──白銀武のことを指す。 
接続された並列世界間において、一方の世界の人間はこの因果媒体との物
理的並びに精神的距離に比例して、接続されたもう一方の並列世界との因
果のやり取りの影響を、より強く受ける。 
武が因果導体となった原因はAL世界の鑑純夏にあった。 

因果律量子論

夕呼先生が研究している理論。 
この理論から平行世界の存在や因果導体などの仮説が立てられていた。 
この因果律量子論と並んで、元の世界の夕呼先生が提唱した理論に並列処
理コンピューターの理論がある。これは半導体150億個分の並列処理コン
ピューターと同等の処理能力を持つ演算装置を手のひらサイズで作成す
ることを可能とする理論である。 
EX編ではプレスタ2のクソゲーRPGをやって、何かを閃き、完成させた。 
この理論に基づいて00ユニットの量子電導脳が作られた。 

平行世界概略図 

バッフワイト素子

ひとつの大きさが約20ミクロンの思考波通信素子。BETA由来の素材でで
きている。 



00ユニットの掌に埋め込まれており、凄乃皇（弐型/四型）との非接触接
続に用いられ、その他の非接触端末でもアクセス可能である。 

特定の思考波パターンを織り込んだマイクロチップと併用し、逆位相の思
考波を発信するように制御することで、ESP能力者によるリーディングを
ブロックすることもできる。00ユニット純夏のリボンにはこのような思考
ブロックを目的としたバッフワイト素子が織り込まれている。 

プロジェクション

自分の思考を「イメージ」として他者の思考に投影するESP能力の一種。
リーディングの逆現象。リーディングと併用することにより、不確実では
あるが、言語を介さずに他のESP能力者やBETAとの意思疎通が可能とな
る。 
普通の人間はプロジェクションにより送り込まれた「イメージ」を言語
に意訳できないので、意思疎通が成立するとまでは言い難い。 

リーディング

他者の思考を「イメージ」として、感情を「色」として読み取るESP能力
の一種。 
オルタネイティヴ3および4計画の中核をなす能力。その目的は人類の敵、
BETAの思考を読み取ることにあった。オルタネイティヴ第三計画の産物
である社霞とその兄弟姉妹や、同第四計画の産物である00ユニット──鑑
純夏のみ保有する特殊能力である。 

対象の思考を言語として直接的に読み取るわけではないため、読み取った
「イメージ」や「色」を人類の理解可能な言語に意訳するのは、リーディ
ングを行なったESP能力者の仕事である。ただし意訳の可否と程度は、
「イメージ」を受け取ったESP能力者の経験に大きく依存する。 

量子電導脳

グレイ・ナインを利用して作られた並列コンピュータの一種。量子コン
ピュータと同じ原理で、半導体150億個分の処理装置以上のスペックを実
現している。 
00ユニットが存在する全ての並列世界の量子電導脳が繋がっていて並列
処理をするようなもの、らしい。 

恋愛原子核

「白銀武のまわりには大体女子がおり、しかも何故か大抵が好意的であ
る」 
という状況を、原子核に吸い寄せられる電子に引っ掛けて呼び表したも
の。香月教諭が提唱。 
この奇妙な現象を物理化学的に解明できればノーベル賞間違いなし、全世
界のモテナイ男達を救う術となる、らしい。 
夕呼先生曰く、まりもちゃんの為…みたいだ。 
マブラヴEXの10/26およびFinal Episode "マブラヴ"において提唱されてい
る。 
論理的な解明が可能なのかどうか定かではないが、是非香月教諭には頑
張っていただきたいものだ。 
あるいは、AL世界の武に強烈な信頼感を感じていたA207分隊の皆の気持



ちが、因果情報としてEX世界に軽い影響を与えているのかもしれない。 

日本帝国

政威大将軍

帝国議会の上位執政機関である、元枢府の長であり、皇帝陛下に任命され
る国事全権総代の称号。 
だが、戦後は名誉職に等しい扱いを受け、BETA襲来で制限範囲が拡大解釈
され権限が更に制限されていたが、12・5事件後その拡大解釈が是正され
将軍職本来の権限が返上された。 

元枢府

所謂、摂政。 
皇帝陛下の執政を幇助する摂政職を機関化した組織。 
米国で言うところの、大統領府のようなものであるが、その長である政威
大将軍は選挙で選ばれる訳ではなく、元枢府を構成する五摂家の当主衆か
ら一人が任命される。 

五摂家

1867年、欧米列強の脅威に抗するために倒幕派大名と将軍家が大同団結
し、大政奉還が成立した。 
その際元枢府を設置した、煌武院（こうぶいん）、斑鳩（いかるが）、斉御
司（さいおんじ）、九條（くじょう）、崇宰（たかつかさ）の五大武家を
五摂家と称する。 

煌武院家
2001年時点の将軍家。現当主は煌武院 悠陽。
斑鳩家
現当主は帝国斯衛軍第16大隊指揮官(1998年当時)。
斉御司家
九條家
崇宰家

琵琶湖運河

帝都である京都の防衛と日本海-太平洋間の迅速な兵力移動を可能とする
ため、第二次世界大戦中に建設された巨大運河。 
戦後の高度経済成長により、物流の主役は大型貨物機や大型トラックな
ど、より高速で安価なものに取って代わられ、琵琶湖運河は無用の長物と
化していた。 
1987年、インド亜大陸の戦況悪化を重く見た日本帝国は、かねてより国連
から要請されていた大陸派兵の検討を開始。 
それに伴い、帝国軍参謀本部直轄の国内展開専任部隊として本土防衛軍を
創設するなど、将来予想されるBETA本土進攻への対応を開始。琵琶湖運河
にも再び脚光が浴びせられ、浚渫工事を着工。 
大阪湾・伊勢湾-琵琶湖-敦賀湾を結び、帝国海軍が保有する紀伊級戦艦(基
準排水量70,000t級50サンチ砲戦艦)や30万tクラスのタンカーも通行可能と
するため再整備された。 
98年のBETA本土進攻の際には伊勢湾側の工事が未完成ではあったもの



の、米軍第七艦隊の空母「セオドア・ルーズヴェルト」を琵琶湖に展開さ
せるなど、当初の建造目的を見事に果たし、その後も甲21号作戦の兵力移
動に大きく貢献した。 

第一帝都東京

1998年のBETA本土侵攻に際し、日本政府はかねてよりの計画に従い経済
の中心である東京に遷都した。 
その後の西関東制圧、横浜ハイヴ建造に伴い一時的に第二帝都仙台が首都
機能を代行したが、明星作戦以降は再び帝国首都として政治経済防衛の中
枢として機能している。 

クラ海峡

クラ地峡。東をタイ湾、西をアンダマン海に挟まれたマレー半島の最狭部。
この地域に運河を建設する計画は17世紀からあり、日本も1973年に米・仏
・タイと合同で原爆を使用した運河開削計画を提案している。しかし、計
画立案時の技術力が不足していたり、政治的問題があったりして、現在に
至るまで計画の域を出ていない。 
AL世界では、1998年時点で既に開通しており、対BETAインドシナ戦線の
最前線として機能している。 

■兵器■

NCAF-X計画

大型MMUの技術を応用し0～低G環境の陸戦兵器へと転用することを目
的とした新概念兵器開発計画。後にF-4を生み出すことになる。 

36mmチェーンガン

戦術機の主武装である携行火器。各国の突撃砲に標準搭載されている。 
チェーンガンは弾詰まり、いわゆるジャムが起こりにくいという利点があ
る。 
砲弾は通常砲弾の劣化ウラン貫通芯入り高速徹甲弾（HVAP）と曳光焼夷
弾の2種類があり、ともに世界共通規格のケースレス弾となっている。 
この36ミリ砲弾ひとつ作るにも高い技術力が必要となるため、戦術機を
「空飛ぶ工芸品」と揶揄することもある。 
歩兵用の小銃と同様にマガジンから弾薬を供給する。マガジンの装弾数は
通常2000発で、不知火の場合は腰装甲に6つの予備弾倉を搭載している。 
弾倉交換は主腕マニピュレータを使用する他に、兵装担架システムの補助
腕にて行うことも可能。 
突撃砲の他にもA-6（海神）のように戦術機の固定兵装としても使用され
ている。 
また凄乃皇・四型には突撃砲の36mmチェーンガンを転用したものが12門
（桜花作戦時は6門）搭載されている。 

ALM（対レーザー弾頭弾）

光線級、重光線級BETAの発するレーザーに対抗する為に開発された人類
側の防御的兵器。 



敵レーザーの迎撃により弾頭が蒸発すると、気化した重金属粒子が付近の
大気中に充満し、そこを透過する敵レーザーを著しく減衰させることによ
り無力化する。総攻撃前の準備攻撃によく行なわれる。 
迎撃されなかった場合、通常の弾頭として機能する、攻防一体の兵器であ
る。 

AL砲弾（対レーザー砲弾）

ALMの項参照。 

G弾

正式名称 Fifth-dimensional effect bomb (五次元効果爆弾) 
ムアコック・レヒテ機関の開発からスピンオフした技術の産物。グレイ11
の反応を制御せずに暴走させる構造の爆弾。いわば安全装置のない簡易
ML機関である。 
臨界制御解放後グレイ11の反応消失まで、多重乱数指向重力効果域（爆発
域）は拡大を続け、それに伴いML即発超臨界反応境界面（次元境界面）
も広がり、接触した全ての質量物はナノレベルで壊裂・分解される。 
ML機関よりも安価で、省資源、しかも運用も容易ということで開発元であ
る米国がオルタネイティヴ5計画を推進する理由ともなっている。 
しかし放射能物質こそださないものの、被爆跡地では半永久的に重力異常
を引き起こし、植生も回復しないという深刻な欠点もある。 

また一般に、G弾は迎撃不能の兵器であると言われている。 
適切な量の減速材を搭載することで、G弾は完全なML機関と化し、超臨界
前までラザフォ－ド場を展開・制御する事が可能となり、光線級による
レーザー照射や人類による質量弾迎撃も、ラザフォード場の潮汐変形・重
力偏差効果により無効となる。 
結果的に、ラザフォード場突破には同じML臨界反応圏が必要であり、それ
はG弾だけであるという事・・・。米国が血眼になってG弾確保を精とし
ているのは、G弾攻撃をより確実の物とする裏打ちでもあった。 

そして、武がAL世界へと引き込まれた要因として、 
AL純夏の武への切なる思いと横浜ハイヴ攻略戦時に米国によって投下さ
れた2発のG弾による時空間の歪みが挙げられている。 

JIVES（ジャイブス）

統合仮想情報演習システム。 
戦術機の実機の各種センサーとデータリンクを利用した仮想訓練プログ
ラム。砲弾消費による重量変化や着弾や破片による損害判定及び損害箇所
など、あらゆる戦闘における物理現象をシミュレート可能。また、BETAの
外見や行動パターンなども精緻に再現することができ、現在、衛士訓練プ
ログラムとして最も有益なシステム。（テックジャイアン6月号より） 

OBLシステム（オペレーション・バイ・ライトシステム）

第三世代型以降の戦術機に採用されているシステム。 
機体内部において従来の導線に替わって光ファイバーにより情報のやり
取りを行なうところに特徴がある。これにより操作系における反応速度が
向上し、また外部からの電磁波の悪影響を受けにくくなった。 
元ネタは航空機のフライ・バイ・ライト。 



OBWシステム（オペレーション・バイ・ワイヤシステム）

第一、第二世代型の戦術機に採用されているシステム。 
人間の操縦を直接駆動系に伝えるのではなく、途中にコンピュータ処理を
介在させるシステムである(ワイヤとは電線の意)。コンピュータは人間の
代わりに機体を細かく制御し、転倒などの意図しない動作を防ぐ。その一
方で人間の操縦入力があれば、すぐにそれを機体に伝えて敏捷な機動を可
能にする。 
元ネタは航空機のフライ・バイ・ワイヤ。 

XM3

白銀武が『元の世界』でさんざんハマっていたアーケードゲーム「バル
ジャーノン」の操作体系を利用して戦術機を制御できないか、と香月博士
に提案した結果誕生。 
多く使われる機動や動作をある一定の操作の入力をキーとして発動する
というコマンド入力のような性質と、戦術機本体のコンピュータ及び衛士
強化装備に備え付けられている戦術機とのフィードバックシステムを利
用した、個々のパイロットに適化する制御系などのシステム。 
ちなみに、「XM3」という呼称は某ロボットアニメ外伝の「EXAM」から
きているような気がしなくもない。 
また、多くの人間が「OS」と言う名前に騙されがちだがXM3とは新OSソ
フトとオルタネイティヴ4の副産物である高性能CPUのセット商品であ
る。 
反応係数が上がっているのはソフトの性能ではなく、ハードの地力を示し
ている。むしろ、夕呼の言葉から推察すればXM3ソフト単体を従来の戦術
機にインストールすれば満足に動作しない事が伺える。 
武が帰った後、日本帝国軍は勿論の事、全人類の戦術機標準装備となる。 
この「衛士の戦死者を半数に減じた」と言われる奇跡のOSには「XM3は
ひとりの訓練兵が発明した」という風説があるが、訓練兵による実証実験
という常識はずれの事実が伝播する間に尾ひれがついた結果であり、与太
話の類に過ぎない──というのが軍関係者の一致した見解である。(ホ
ビージャパン7月号より) 

ML機関 （ムアコック・レヒテ機関）

グレイ・イレブンを燃料に稼動する、重力制御を可能とする新機関。ムア
コック・レヒテ型抗重力機関。BETA由来のG元素を利用した技術である。
XG-70に搭載された。重力制御の際の副産物として莫大な余剰電力を機体
に供給することで、大威力の荷電粒子砲の使用を可能にした。 
MuvLuv機関と当てはめた勇者降臨。 

統合情報戦術分配システム

ラザフォード場 （ラザフォード・フィールド）

ML(ムアコック・レヒテ)機関から発生する重力場のこと。BETAのレー
ザー兵器を無効化し重力制御の際に生じる莫大な余剰電力を利用した荷
電粒子砲による攻撃でハイヴを殲滅する。但し、XG-70b(凄乃皇弐型)の周
囲10m以内はラザフォード場が展開している為、干渉すれば急激な重力偏



重に巻き込まれ、ミンチになる。また、XG-70d(凄乃皇四型)ではラザフォー
ド場の自動制御が可能になり友軍機が近づいても重力偏重に巻き込まれ
る心配は無い。 
S-11と組み合わせてラザフォード場を展開すればBETAを効率的に殲滅す
ることが可能。 
ちなみに、名称は物理学者のアーネスト・ラザフォードから？ 

後催眠暗示キー

秘匿回線B

かなり強力な後催眠暗示キーで、多少の状況判断能力が低下する。 

「――夜の虹、黒い霧、血の雨に打たれし者よ」 
「――月の雫、白い水面、魂に導かれし者よ」 
「――朽ち逝く地平に幾万の鐘打ち鳴らし、鋼の墓標に刻まれ
し其の名を讃えよ」 
「――いざ我等共に喜び行かん、死と勝利に彩られた約束の地
へ……」 

ATSF計画

Advanced Tactical Surface Fighter──先進戦術歩行戦闘機計画は、1983年に
アメリカ陸軍によって提案された次世代戦術歩行戦闘機の開発を目的と
した概念実証プログラムである。 

史上初の戦術機F-4 ファントムは1974年の配備当初『欠陥兵器』の誹りを
受けた。これは新概念兵器故の未成熟な運用や戦術、衛士の練度不足など
といった機体本来の性能とは別の問題点が転嫁された結果であり、現実に
は崩壊寸前であった人類の対BETA戦線を底支えし、その侵攻を停滞させ
る"盾"としての役割を十分に果たしていた。 
しかし、前線の衛士から各国の軍部首脳、果ては開発を担った兵器メー
カーの経営陣に至るまで、その結果を"対BETA決戦兵器"という肩書きに
相応しいと考える者は殆ど居なかった。彼等が戦術機に求めたのはむしろ
"剣"としての役割であり、やがてそれは、世界的な「対BETA戦により有効
な攻性戦術機」待望論へと発展する。 
BETAの北米大陸侵攻だけは何としても阻止したいアメリカ政府はその
ニーズを重視し、先行する新型第一世代機開発と並行する形で、実戦での
様々な経験則や蓄積データの研究成果を反映した第二世代戦術機の開発
計画を矢継ぎ早に承認した。こうしてF-4の配備から10年を待たず、設計思
想を重装甲から機動力重視へと転換した新鋭第二世代機群、F-14 トム
キャット、F-15 イーグル、F-16 ファイティング・ファルコン等の先行量産
型による運用試験が開始されるに至ったのである。 
それらの実戦配備を目前に控えた1982年、驚異的な進化を遂げた第二世代
機の性能を目の当たりにした"戦術機の父"──アメリカ陸軍のバンデン
ブルグ中将は「第二世代機の投入によって、BETAとの戦いはその耐用年
数前後に決着する。その後、BETA支配地域の地下資源、特にハイヴに眠る
稀少物質の獲得を巡り、各国の利害対立が激化する」という将来予測に加
え、「BETA大戦末期を担う戦力となり、その後発生する人類との戦闘に於
いても充分な優位性を発揮する戦術機」の必要性を説いた意見書を国防
省に提出した。その考えは極秘裏に進行中であった戦略航空機動要塞開発
計画(HI-MAERF計画)の順調な推移という追い風を受けて瞬く間に主流と
なったが、新規開発すべき兵器種については意見が割れ、政府首脳や国防
関係者のみならず議会を巻き込んでの大論争に発展した。「多任務戦闘機



を始めとする次世代航空機の開発を再開すべし」という旧空軍勢力と、
「予測される状況に対処可能な新概念戦術機こそ必要」と主張する陸軍
勢力による数ヶ月に及ぶ論争の結果、「BETA大戦に於ける"勝利"や"決着"
というのは大局的状況であり、光線属種個体の完全駆逐までのタイムラグ
は当然長期間発生する」、「着陸ユニットを送り出す月、火星のハイヴ群
を早期に排除することが困難」、「他国による鹵獲技術応用戦術レーザー
実用化の可能性」という三点を理由に新型戦術機開発勢力に軍配が上が
り、陸軍は既に準備していたATSF計画を提出したのである。 

ATSF計画に於いて次世代機に要求された従来性能以外の新要素は以下の
通りであった。 

1. 戦術機を含む対人類保有兵器戦闘能力
2. 高度なファストルック・ファストキル能力
3. 各種電子機器による被発見率の低減(ステルス能力)
4. 低燃費高速巡航及び長距離飛行能力

国内の兵器メーカー7社(ロックウィード、ノースロック、マクダエル・ド
グラム、ボーニング、ゼネラルダイノミクス、グラナン、ロクスウェル)から
提出されたコンセプト案を検討したアメリカ陸軍は、ロックウィード、
ノースロックの2社を試作機製作の主契約企業に選定、ロックウィードに
はゼネラルダイノミクス、ボーニングを、ノースロックにはマクダエル・
ドグラムを副契約企業として選定し、それぞれの試作機にYF-22、YF-23の
試作機番号を与え、開発がスタートした。 
その翌年、五次元効果爆弾(通称G弾)の爆発実験成功によって、アメリカの
世界戦略と軍事ドクトリンが大幅に修正された。ロックウィードとマクダ
エル・ドグラムが関わっていたHI-MAERF計画は即時中止され、アメリカ
軍の対BETA戦略は初期段階でのG弾運用を前提とするものに大転換され
た。それによってATSF計画の存在そのものが脅かされることはなかった
が、ロックウィードとマクダエル・ドグラムにとって次期主力機の受注は
自社の存亡に関わる最重要案件となり、更なる競争激化を招いた。 
(ホビージャパン8月号より) 

■企業■

日本帝国

富嶽重工

日本の兵器メーカー。
撃震、陽炎のライセンス生産、瑞鶴の改修、不知火、吹雪、
武御雷の開発等、日本製戦術機のほぼ全てに携わる。

光菱重工

日本の兵器メーカー。読みは「みつひしじゅうこう」。
撃震、陽炎、海神のライセンス生産、瑞鶴の改修、不知火、
吹雪の開発等に携わる。
大空寺財閥と組んで陽炎改修機「陽炎・改」を開発し
た。



河崎重工

日本の兵器メーカー。読みは「かわざきじゅうこう」。
撃震、陽炎、海神のライセンス生産、瑞鶴の改修、不知火、
吹雪の開発等に携わる。
富嶽、光菱に比べて影が薄い？

遠田技研

日本の兵器メーカー。戦術機主機やES(強化外骨格)の
雄。
富嶽重工と共に武御雷の開発を行った。

大空寺重工

日本の兵器メーカー。 
大空寺財閥のグループ企業。 
帝国陸軍の機械化歩兵装甲部隊において圧倒的なシェアを誇る。 
97式機械化歩兵装甲のほか、陽炎・改の開発にも携わる。 
帝国陸軍の超極秘計画『D計画』に於いて、戦略合神機・火之迦具鎚を完
成させた。 

YAMAHO音楽グループ

日本の楽器メーカー、YAMAMO楽器を母体としたグループ企業。 
日本製ヴァイオリンのスタンダードとも呼ばれる「アンダンテ」を開発
した。 
YAMAHO音楽スクールなども営む。 
国営放送と共同で『YAMAHO音楽チャンネル』という音楽専門番組を制
作している。 
マブラヴ オルタネイティヴと同一世界の『終わりなき夏 永遠なる音律』
に登場。 

旭日新聞社

日本の新聞社。

上井琉臣
次期戦術機選定計画関連の担当記者。

帝国通信社

略称は帝通。日本の通信社。 



アメリカ合衆国

マクダエル

米国の兵器メーカー。 
人類初の戦術機・F-4ファントムを生み出した。 
のちにドグラム社と合併し、マクダエル・ドグラムとなる。 

マクダエル・ドグラム

米国の兵器メーカー。
最強の第二世代機・F-15イーグルを開発した。
ゼネラルダイノミクスと共同でA-12を開発した。
HI-MAERF計画に、ロックウィード、ノースアメリカー
ナとの三社合同プロジェクトとして参加。

ATSF計画では、YF-23の開発に副契約企業として参加した。のちにボーニ
ング社に吸収合併された。 

ノースアメリカーナ

米国の兵器メーカー。
HI-MAERF計画に、ロックウィード、マクダエル・ドグ
ラムとの三社合同プロジェクトとして参加。
ロクスウェル社と合併し、のちにボーニング社に売却さ
れた。

ボーニング

米国の兵器メーカー。
ATSF計画では、YF-22の開発に副契約企業として参加し
た。
マクダエル・ドグラムを吸収合併し、F-15の安価改修プ
ラン『フェニックス構想』を発案、概念実証機F-15・
ACTVを開発し、国連ユーコン基地にて実証試験を行っ
ている。

先進技術研究部門"ファントムワークス"がF-15SEを開発。 
2003年、その日本帝国仕様機F-15SEJ 月虹と姉妹機とも言えるXFJ-01 不知
火・弐型とで熾烈な後継者争いを行っている。 
また、G弾開発にも携わり、オルタネイティブ5推進派の先鋒である。 

ノースロック

米国の兵器メーカー。
F-5、F-18等を開発した。
ATSF計画では、YF-23の開発に主契約企業として参加し
た。
94年にグラナン社と合併し、ノースロック・グラナンと
なる。



グラナン

米国の兵器メーカー。
F-11、F-14、A-6等を開発した。
第三世代機動実験機X-29を開発し、それら戦術機開発技
術をソ連のスフォーニ設計局に流した。

ATSF計画では、提出したコンセプト案が不採用となり、計画自体からも撤
退した。 
94年にノースロック社と合併し、ノースロック・グラナンとなる。 

ノースロック・グラナン

米国の兵器メーカー。

ゼネラルダイノミクス

米国の兵器メーカー。
F-16を開発した。
マクダエル・ドグラムと共同でA-12を開発した。
ATSF計画では、YF-22の開発に副契約企業として参加し
た。

のちにロックウィード社に売却された。 

ロックウィード

米国の兵器メーカー。
HI-MAERF計画に、ノースアメリカーナ、マクダエル・
ドグラムとの三社合同プロジェクトとして参加。
ATSF計画では、YF-22の開発に主契約企業として参加し
た。

のちにマーディン社と合併し、ロックウィード・マーディンとなる。 

ロックウィード・マーディン

米国の兵器メーカー。
F-22を開発した。
F-35を国際共同開発中。

オルタネイティブ4では元XG-70開発者を同機体の整備、調整のため横浜
基地に派遣。 



ロクスウェル

米国の兵器メーカー。 
ATSF計画では、提出したコンセプト案が不採用となり、計画自体からも撤
退した。 
ノースアメリカーナ社と合併し、のちにボーニング社に売却された。 

フェイアチルド・リムパリック

米国の兵器メーカー。 
A-10を開発した。 
元ネタの会社はドイツの会社と合併したが、業績不振で経営破綻。別会社
に売却された。 

ジネラルエレクトロニクス

米国の兵器メーカー。 
戦術機の跳躍ユニットに搭載されるエンジンや戦術機に装備される兵装
等を開発・製造している。 
36㎜ガトリングモーターキャノン"GAU-8 Avenger"や近接防護システム
"CIDK-Mｋ1 ジャベリン"を開発した。 
同社のエンジンが搭載されている戦術機は以下の通り。(元ネタからの類
推含む) 

F-4ファントム(米・マクダエル)
F-5フリーダムファイター/タイガーⅡ(米・ノースロック)
F-14Dトムキャット(米・グラナン)
実機はB型以降
F-16ファイティング・ファルコン(米・ゼネラルダイノミクス)
F-18ホーネット(米・ノースロック)
F-18E/Fスーパーホーネット含む
YF-22(米・ロックウィード)
試作2号機N22YFのみ
YF-23(米・ノースロック)
試作1号機PAV-1"スパイダー"のみ
F-35ライトニングⅡ(米・ロックウィード・マーディン)
開発中
X-29(米・グラナン)
不知火・弐型(日・ボーニング/富嶽/光菱/河崎)
試作1号機XFJ-01aのみ
ラファール(仏・ダッスオー)
試作機のみ
JAS-39グリペン(スウェーデン・サーグ)
クフィル(イスラエル・IEI)
A-10サンダーボルトⅡ(米・フェイアチルド・リムパリック)



プラッツ&ウィットニー

米国のエンジンメーカー。 
戦術機の跳躍ユニットに搭載されるエンジン等を開発・製造している。 
搭載されている戦術機は以下の通り。(元ネタからの類推含む) 

F-14トムキャット(米・グラナン)
初期生産型(A型？)のみ
F-15イーグル(米・マクダエル・ドグラム)
F-15Eストライク・イーグル、F-15･ACTVアクティヴ・イーグル含む
F-16ファイティング・ファルコン(米・ゼネラルダイノミクス)
F-22ラプター(米・ロックウィード・マーディン)
YF-22(米・ロックウィード)
試作1号機N22YXのみ
YF-23(米・ノースロック)
試作2号機PAV-2"グレイゴースト"のみ
不知火・弐型(日・ボーニング/富嶽/光菱/河崎)
試作2号機XFJ-01bのみ
F-35ライトニングⅡ(米・ロックウィード・マーディン)
開発中
JA-37ビゲン(スウェーデン・サーグ)

マーキン・ベルカー

米国メーカー。 
汎用戦術機コクピットシステムの国際特許を待つため、それを独占的に供
給している。 

ソビエト連邦

ミコヤム・グルビッチ

ミコヤムさんとグルビッチさんが創設したソ連を代表
する軍用機設計局。
制式番号の頭にMiGと冠するいわゆるミグファミリー
と呼ばれる戦術機群を開発した。

スフォーニ

スフォーニさんが設立したソ連の軍用機設計局。
制式番号の頭にSuと冠する戦術機群を開発した。

EU

ダッスオー



フランスの兵器メーカー。
F-5改修機のミラージュシリーズの開発・生産を行っ
た。
ECTSF計画では、途中計画を離脱し、独自にラファール
を開発した。

サーグ

スウェーデンの兵器メーカー。
ミラージュⅢ(F-5改修機)を独自改修し、1976年JA-35ド
ラケンを開発した。
86年にJA-37ビゲン、96年にJAS-39グリペンと、10年毎に
新型機を開発している。

パラヴィア・インダストリアル

イギリス、西ドイツ、イタリアの兵器メーカーが創立した戦術機メーカー。

F-5改修機・トーネードを開発・生産した。 

ユーロファイタス

ECTSF計画のために創設された管理会社。
実際の研究・開発は参加各国の兵器メーカーが担当し、
それに資金を提供した。

アエロジェット

EF-2000 タイフーンに搭載するAJ200エンジンの開発、生産、整備、販売支
援を目的として設立されたエンジンメーカー。 
イギリス、西ドイツ、イタリア、スペインの各メーカーで構成される合弁企
業。 

OTT

イタリアの兵器メーカー。 
帝国海軍の戦艦に搭載されているOTT62口径76㎜艦載砲を開発した。 
帝国の他、全世界で採用されている。 

ラインメイタル

西ドイツの兵器メーカー。 
1996年にMk-57中隊支援砲を実用化した。 
帝国の90式戦車の主砲等、通常兵器の搭載火砲も同社製。 



エリコム

スイスの兵器メーカー。 
帝国の87式自走高射砲改に搭載されている35㎜機関砲を開発した。 
元ネタの会社は兵器部門を1999年にラインメイタルの元ネタに売却して
いる。 

ルイター

イギリスの通信社。 

統一中華戦線

瀋陽

中国の遼寧省瀋陽にある兵器廠。 
F-4改修機・殲撃8型やSu-27のライセンス生産機・殲撃11型の製造を行っ
た。 

成都

中国の四川省成都にある兵器製造会社。 
イスラエルと共同でF-16改修機・殲撃10型を開発した。 

TAIDC

台湾の兵器メーカー。 
F-18改修機・経国を開発した。 

イスラエル

IEI

イスラエルの兵器メーカー。イスラエル・なんとか・インダストリー。 
ミラージュⅢ(F-5改修機)を砂漠戦仕様に改修したクフィルを開発した。 
F-16改修機・ラビを開発中にパトロン(米国)に逃げられた。 
統一中華戦線から共同開発を持ちかけられ、殲撃10型の開発に貢献した。 

■コメント■ 

　XM3もEXAMも特徴は似ていますよ。
ハードウェアとソフトウェアのセットであるという点。搭載した機
体に驚異的な性能を発揮させる点。この二つが非常に似通っていま
す。
暴走云々やニュータイプ云々は似ていませんが、システムの構成や



効果に関しては似ているという点から、元ネタとしては納得できる
と思います。 -- (自販機) 2007-10-02 04:09:43 

AM3＋EXAMでXM3になったとか？ -- (名無しさん) 2007-10-25 16:06:53

　ありえますね。 
製作者側のAM3研とチャロンへのリスペクト+設定上で似ている部
分があるEXAMシステムを混ぜ合わせてそういう名前になったと考
えれば、非常に辻褄がよろしい形になりますね。 -- (自販機) 2007-10-29
17:12:33 

EAXMもエクセムと読めないこともないですし。AM3+EAXMシステ
ムが合ってそうですね -- (名無しさん) 2008-02-21 14:57:41 

36mmチェーンガンについてですが、マブラヴAF「暁遥かなり」に
よると、マガジン一つの装弾数が2000発なのではないでしょうか？
-- (ユーリ) 2008-02-22 14:45:29 

＞１５０億個を手のひらサイズというのは 
＞プロセッサーを並べただけでは150億個分の並列処理回路を作っ
たことにはなるかも知れませんが並列処理装置としては64個しか並
んでいません。 
その点は祐呼先生（EX編）が授業中に完全否定してますね。 
単にCPUをたくさん並べてもそれは既存技術の延長でしかないと･･
･ 
発想の転換が必要だと 
所詮は人間の脳は1つでしかないとも･･･ 
あくまでプロセッサのコアは一つではないかと思います。 
おそらくは現在の量子コンピューター理論としてまだ完全に確立さ
れてない 
量子ビットの表現方法として常温超電導物質としてのグレイ元素を
使う＋ 
アルファの未知の新理論が００ユニットでは使われていると思われ
ます。 
量子電導脳というくらいですからねぇ。 
それに「半導体150億個を手のひらサイズに」というのは巧みな比
喩と言ってるので 
単に「半導体150億個を手のひらサイズに」という浅薄なプロセッ
サではないでしょう。 
てか、それだと量子電導脳の「量子」の部分が完全にすっぽ抜けて
います。 

本来の量子コンピューターは量子ビットという平行世界を一つに封
じ込めた特別な容器を作って、 
それを利用したあらゆる組み合わせの計算を1回の演算で行うとい
う計算機です。 
A*B=C 
このAは０～無限大まであらゆる数であり、 
Bも同様。 
Cはこの答えののすべての組み合わせが同時に存在する、ただし、可
能性としてはエラーの数値も含んでいる。 
この量子コンピューターについては致命的な弱点があり、任意の答
えを得るためのアルゴリズムが1つしか開発されていません。 
それも素数計算とかそういったレベルです。 

ただ、この性質を活用できるアルゴリズムが出来れば、人間が勝てな
いコンピューター将棋名人を作るのは造作もないことだと言われて



います。 
それはあらゆる指し手のパターンを1回の計算で評価できるからだ
といわれています。 
いわゆる人間が2手先3手先を予測すると言われることを量子コン
ピューターを使うと 
さらに6万手先までののあらゆる指し手のパターンといったレベル
で出来るそうです。 

-- (うぐぅ～来訪者) 2008-08-01 00:46:21 

上を見てていいたかったことが最後にほぼかかれていたｗ 

追記としては、論理がわかったとはいえ、それを実践するための 
ハードウェアがすぐに作れるわけはなく、量子電導脳自体は 
すでに出来ていたと考えるのが妥当かとおもう。 -- (通行人) 
2008-09-07 18:37:57 

訂正：x論理 => o理論 -- (通行人) 2008-09-07 18:39:12 

上を見て思ったんだ 
つまり先生はすでに量子電導脳自体はすでに出来上がっていて 
立正(つまり稼働させる)するためのソフトとハードが出来上がって
いない状態だった 
とう解釈でいいのだろうか？ 
そこで武に持ってこさせた公式？はソフトとハードの立正を説いた
ものであった 
という風に考えていいのだろうか? 
そもそも、電子制御されている製品のほとんどが０と１で制御され
ているのだからそれを１５０億一斉に制御 
したところで人間の感情、感覚、嗅覚、味覚、聴覚、姿勢制御、肉体制
御、を完全にコントロールし制御するには 
いささか足りない数字のような気がしてならない 
この数字が倍以上の数字ならわからないでもないのだが… 
-- (通りすがり) 2009-01-06 20:39:45 

ＩＥＩ・・・。 
ＩＡＩならば「イスラエル・アーマーメント・インダストリィ」と
かつけられるんでしょうけど・・・。 
ＩＥＩか・・・。 
「イスラエル・イクイップ・インダストリィ」・・・？ -- (仁) 
2009-07-20 05:06:43 

36mmチェーンガン 
戦術機の主武装である携行火器。帝国軍仕様の物は外見的には実在
するP90サブマシンガンに近い形状である。 
歩兵用の小銃と同様にマガジンにより弾薬を供給する。表示される
残り弾数は、戦術機腰部に装備されたマガジンの分も合わせて表示
されているようだ。 

戦車主砲と同様の120mm迫撃砲を補助武器として備えた突撃銃タイ
プ、銃身長を伸ばしセミオートのみに変更された狙撃銃タイプの二
種類が存在する。 



とありますが。120mm滑空砲（正確には空じゃないけど）なので
は？ -- (チェルミー) 2009-09-12 17:01:29 

　チェルミーさん、確かにそうですよね・・・迫撃砲で如何戦闘する
のでしょうか・・・ 

-- (第二混成機動大隊) 2009-10-29 22:22:01 

09年末のオルタ資料の「跳躍ユニットエンジン」の形式名を見て
思ったのですが・・・ 

F-15C：FE100-PW-200 
F-15J：FE100-FHI-200 
不知火：FE108-FHI-220 

と、F-15CとF-15Jの形式番号がかなり類似しています。 
CのPWは製造メーカーのプラッツ&ウィットニーとなるでしょう。 
となると、FHIはフガク・ヘビー・インダストリィ（富嶽重工業）と
なり、不知火などの日本製戦術機の跳躍ユニットはほとんど（全
部？）は富嶽重工業製ということなんでしょうか？ 
ならば、富嶽重工はP＆Wのようなエンジン開発専門の企業なのか・
・・・ 
いや、エンジンも機体本体の開発も請け負うのか・・・・ 
さすがにそうなるともはや、確証のない妄想になってしまいますが 

また、不知火の跳躍ユニットも｢FE108｣となっていることから、もし
かしたら、米軍との何か共通企画があって、形式番号をあわせている
のかもしれません・・・・ 
まぁ、これも確証のない推論に推論を重ねた妄想になるわけですが
・・・・ 

既出でしたら申し訳ありません。 -- (帝国海軍提督) 2010-01-13 10:56:31 

F-15CとF-15Jの形式番号が製造メーカーをのぞいて同じなのは、ラ
イセンス生産を表します。 
つまり中身は同じです。 

次に不知火の形式番号が類似している点は、エンジンを新規開発し
たのではなく、既存のモノ（米軍の）を発展開発したからではない
でしょうか。 
全く新規開発するよりは、コスト・開発期間等の面でも有利ですし、
そもそも不知火は陽炎を研究をすることにより開発が成功した機体
ですから 
共通点が見られても何ら不思議はありません。 

最後に 
＞富嶽重工はP＆Wのようなエンジン開発専門の企業なのか・・・
・ 
モデルである富士重工は日本の航空事業で有数の企業でもあり、エ
ンジンも機体も生産しています。 
ただ、エンジンに関して言えばIHIがダントツのシェアを誇り、そち
らのほうがふさわしく思います。 
ALには登場しませんが・・・本当に不思議です。 
まあ、だから跳躍ユニットは富嶽重工業製なのかもしれません。 



私はその資料も持っていないので、推論といわれればそこまでです
が、お役に立てたらと。 -- (暁) 2010-01-13 16:16:01 

一歩先を行く回答、ありがとうございますｗ 
なるほど、確かに現在のIHIの社名はいろいろ変化していますが、昔
は富士重工だったととなると、これはもう富嶽重工の元ネタで間違
えなさそうですね -- (帝国海軍提督) 2010-01-13 22:16:07 

ところでＢＥＡシステムズとかユナイテッドディフィンストか何処
行ったの？ -- (あーびたー) 2011-01-16 21:40:23 

働きたくないでごじゃるヾ(*′∀‘*)ﾉ☆ http://nn7.biz/image/show.cgi?
20110506S004 -- (sonin) 2011-09-27 17:12:49 

IEIのEはエレクトロニクスかな？ 
電気だから一番近い言葉だろうと思うが。 
それと、遠田技研工業の元ネタの創始者が航空産業をやりたい考え
ていたが、断念してオートバイや自動車等を生産しているが、米国に
小型セスナ機を製造・開発する子会社がある。 
あと、YAMAHOの元ネタは宮大工の技術を用いてピアノを生産して
いるから、ヴァイオリンの技術にも宮大工の技術を応用しているか
もしれない。 
また、音楽以外の電子機器も多少生産している。 
また、YAMAHO音楽グループとあるから元ネタと同じく、ここから
別れた会社がもしかしたら富岳や光菱や河崎などの下請けをしてい
るかもしれない。 
あるいは、こっちでは軍事に用いる車両を生産しているかもしれな
い。 
ルイター通信の元ネタは日本国内に支社が存在する。 
経済情報をメインで配信するが、政治情報も多少配信している。 
ただ経済がメインの東京支社と政治がメインの京都支社に支社を置
いていたが、遷都によって東京支社に機能集約して、今後の仮遷都先
の仙台にも仮支社を開設していそうだな。 
もしかしたら、臨時政治の声明を仙台支社が配信したかもしれない。
-- (元ネタ提供者) 2011-12-08 20:57:21 

元ネタも、同じように日本国内にある通信社からの情報を扱う事も
あるから、もしかしたら、政治についてはルイター通信は帝国通信社
や他の日本国内にある通信社からの情報を扱っているかもしれな
い。 
ちなみに、現実の日本の通信社は２つある。 
あと、ルイター通信の元ネタの電子版はたまに訂正報がある。 -- (元ﾈ
ﾀ提供者) 2011-12-09 01:38:43 

G弾について、植生が回復しないとあるが。これがＧ弾起爆によるも
のというより、生きたハイヴが其処に在るのが一番の原因だと感じ
る。 -- (名無しさん) 2012-05-04 13:45:09 
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